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あ い さ つ

　現在、当社は「住み・働き・憩う方々に満足いただける、地球環境にも
配慮した魅力あふれるまちづくりを通じて、真に価値ある社会の実現に貢
献する」という基本使命を掲げており、ハード、ソフト両面を絡めた「ま
ちづくり」を行っています。その一環として、人材ネットワークを中心と
した新事業創造の仕組みを東京都千代田区丸の内の日本創生ビレッジ／
EGG JAPAN（http://www.egg-japan.com/）で展開。このネットワーク
を海外の企業や機関の皆様との連携につなげていくことが、日印間の環境
技術やマネジメントなどの連携を進める上でとても大切な役割を果たすと
考えております。今後の交流を楽しみにしております。

エ
コ
シ
テ
ィ
ー
構
想
〜
イ
ン
ド
と
日
本
の
環
境
技
術
連
携
に
よ
る
都
市
開
発
〜

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

イ
ン
ド
と
日
本
の
技
術
連
携

日
経
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
２
回 

イ
ン
ド
開
催

広　　告協　力後　援

■インドにおけるヒートポンプの活用
全電力消費量の
５％を削減できる

空調機器の2/3を
高効率ヒートポンプに

置き換える

5％

30％

15％
10％

住宅やビルで
消費される電力

エアコンに
利用される電力

インドの
総電力

高
効
率
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
導
入
で

イ
ン
ド
の
電
力
不
足
の
50
％
を
解
消

都
市
化
が
進
む
イ
ン
ド
だ
か
ら

早
急
に
エ
コ
シ
ティ
ー
の
確
立
を

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

●
パ
ネ
リ
ス
ト

住宅建設が進む今こそ
省エネ機器
導入のチャンス

エネルギーや水
ごみ処理などを含め
エコシティーを構想

最小のエネルギーで
最大の快適性を追求する

インドの住宅

ミ
リ
・
マ
ズ
ム
ダ
ル 

氏

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
研
究
所（
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
）

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
エ
ン
ス

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

サ
ン
ジ
ャ
イ
・
セ
ッ
ト 

氏

イ
ン
ド
電
力
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
局（
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）局
長

山
田 

剛 

氏

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
・
ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ

主
任
研
究
員

矢
部 

彰 

氏

　

日
本
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
は
、

電
力
の
消
費
量
を
大
き
く
低
減
で

き
る
高
度
な
省
エ
ネ
技
術
で
あ
り
、

イ
ン
ド
の
気
候
や
風
土
に
も
大
変

適
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
と
は
、
冷
媒
に

対
し
て
圧
縮
や
膨
張
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
熱
を
移
動
さ
せ
る
機
器

の
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
山
の
上
は
気
圧
が
低
く
、

を
機
器
の
中
で
繰
り
返
し
行
い
、

冷
房
や
暖
房
、
給
湯
を
実
現
す
る
。

こ
の
時
必
要
な
動
力
は
圧
縮
機
だ

け
で
あ
り
、
こ
れ
を
制
御
す
る
イ

ン
バ
ー
タ
ー
技
術
や
圧
縮
効
率
、

熱
交
換
器
の
効
率
な
ど
が
そ
の
性

能
を
大
き
く
左
右
す
る
。
最
新
の

日
本
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
搭
載
エ
ア

コ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
機
器
の
改
善

で
高
い
効
率
を
誇
る
。

　

そ
の
効
率
を
表
す
指
標
が
Ｃ
Ｏ

　

山
田　

電
力
不
足
が
常
態
化
す

る
イ
ン
ド
だ
が
、
本
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
そ
の
貴
重
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
い
か
に
効
率
よ
く
使
う
か

を
議
論
し
た
い
。
ま
た
、
若
年
人

口
が
多
い
た
め
、
住
宅
需
要
が
今

後
急
増
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
イ
ン

率
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
家
電
製
品

の
省
エ
ネ
の
基
準
の
策
定
な
ど
、

方
法
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

矢
部　

イ
ン
ド
は
全
電
力
消
費

の
う
ち
の
15
％
が
エ
ア
コ
ン
に
使

わ
れ
て
い
る
国
だ
か
ら
、
こ
こ
へ

の
対
策
は
効
果
も
高
い
。
ビ
ル
や

住
宅
は
設
計
時
か
ら
省
エ
ネ
を
考

え
、
間
取
り
の
工
夫
や
、
機
器
の

選
定
を
行
う
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
若
年
人
口
が
多
く
、
こ

れ
か
ら
新
た
な
住
宅
が
増
え
る
か

ら
こ
そ
、
先
々
を
考
え
て
高
効
率

な
機
器
を
選
択
し
て
ほ
し
い
。
一

度
、
効
率
の
悪
い
イ
ン
フ
ラ
の
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
て
し
ま
う
と
、

こ
れ
を
変
更
す
る
の
は
容
易
で
は

な
い
か
ら
だ
。

　

山
田　

イ
ン
ド
の
住
宅
事
情
や

将
来
を
考
え
た
と
き
、
エ
コ
シ
テ

ィ
ー
構
想
と
い
う
の
が
大
き
な
意

味
を
持
っ
て
く
る
。
エ
コ
シ
テ
ィ

ー
に
お
け
る
日
本
と
イ
ン
ド
と
の

連
携
に
は
、
ど
ん
な
技
術
が
考
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

イ
ン
ド
と
い
う
風
土
に
合
っ
た
も

の
を
体
系
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と

が
大
切
だ
。
電
力
が
安
定
し
て
い

な
い
か
ら
こ
そ
、
最
適
化
で
き
る

よ
う
な
機
器
選
び
を
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

マ
ズ
ム
ダ
ル　

イ
ン
ド
は
古
く

か
ら
で
き
る
だ
け
少
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
設
計
さ
れ
た
ビ
ル
を
建
設
し

て
い
る
。
２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら
、

グ
リ
ー
ン
ビ
ル
と
い
う
欧
米
の
新

た
な
概
念
が
提
唱
さ
れ
は
じ
め
、

こ
の
格
付
け
シ
ス
テ
ム
が
イ
ン
ド

で
も
一
般
的
な
基
準
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
、
違
う
観
点
か
ら

の
評
価
も
大
切
だ
と
思
う
。
イ
ン

ド
は
欧
米
と
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

も
、
建
設
基
準
も
、
利
用
し
て
い

る
技
術
も
違
う
。
そ
こ
で
我
々
は
、

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
ビ
ル
の

格
付
け
を
独
自
に
行
っ
て
い
る
。

こ
の
格
付
け
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ

た
ビ
ル
も
現
在
、
政
府
か
ら
優
遇

措
置
を
受
け
て
い
る
。

　

山
田　

政
府
に
よ
る
支
援
策
の

話
題
が
出
た
が
、
エ
コ
シ
テ
ィ
ー

づ
く
り
に
イ
ン
ド
政
府
は
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

　

セ
ッ
ト　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
提
携
し

て
ア
ジ
ア
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
者
）
会
議
を
来
年
、
イ
ン

ド
で
開
催
す
る
。
そ
こ
で
エ
コ
シ

テ
ィ
ー
開
発
に
関
す
る
情
報
交
換

を
行
う
つ
も
り
だ
。
イ
ン
ド
に
は

５
つ
の
気
候
帯
が
あ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
風
土
に
よ
っ
て
エ
コ
シ
テ

ィ
ー
の
あ
り
方
も
異
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。

　

山
田　

こ
う
い
っ
た
イ
ン
ド
の

官
民
の
取
り
組
み
に
対
す
る
感
想

を
矢
部
さ
ん
に
聞
き
た
い
。

　

矢
部　

少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
で
快
適
な
環
境
を
つ
く
る
と
い

う
古
く
か
ら
の
イ
ン
ド
の
建
物
に

対
す
る
考
え
方
に
感
銘
を
受
け
た
。

　

日
本
で
は
15
年
前
、
エ
コ
エ
ネ

都
市
を
目
指
し
て
工
場
の
排
熱
を

住
宅
用
の
熱
源
に
利
用
す
る
モ
デ

ル
事
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

イ
ン
ド
の
場
合
、
熱
は
利
用
で
き

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
か
の

参
考
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

も
う
一
つ
は
建
物
の
寿
命
を
考

え
直
す
こ
と
だ
。
日
本
で
も
従
来
、

50
年
ぐ
ら
い
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

で
建
物
を
建
て
替
え
て
き
た
が
、

今
後
は
も
っ
と
長
く
使
え
る
ビ
ル

を
建
設
し
た
方
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
費
を
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
視
点

を
重
視
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

山
田　

環
境
に
配
慮
し
た
新
し

い
ビ
ル
を
建
て
る
だ
け
で
な
く
、

古
い
ビ
ル
を
ど
う
生
か
す
か
も
大

切
な
課
題
だ
。
デ
リ
ー
の
コ
ン
ノ

ー
ト
に
は
老
朽
化
し
た
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
が
多
い
が
、
そ
れ
ら
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
省
エ
ネ
化
も
重
要
だ

ろ
う
。

　

エ
コ
シ
テ
ィ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
の

日
印
連
携
に
は
、
技
術
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
金
融
面
で
の
支
援
、
税

金
の
問
題
、
制
度
の
整
備
な
ど
ク

リ
ア
す
べ
き
課
題
が
数
多
く
あ
る
。

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、

官
民
合
わ
せ
た
協
力
体
制
の
充
実

が
ぜ
ひ
と
も
必
要
だ
と
思
う
。

ド
の
街
づ
く
り
と
、
エ
コ
シ
テ
ィ

ー
構
想
を
考
え
て
み
る
。

　

マ
ズ
ム
ダ
ル　

現
在
、
世
界
的

に
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
。
農
村

部
か
ら
都
市
へ
の
人
の
流
入
が
原

因
だ
が
、
イ
ン
ド
も
そ
の
例
に
漏

れ
ず
現
在
、
約
３
７
０
０
の
都
市

に
お
よ
そ
３
億
人
が
住
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
電
力
や
水
と
い
っ

た
イ
ン
フ
ラ
は
ひ
っ
迫
、
ご
み
の

問
題
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
は
イ
ン

ド
政
府
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
が
、
決
め
手
を
欠

く
状
況
だ
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
日
本
と
技
術

的
な
提
携
を
行
う
わ
け
だ
が
、
と

り
わ
け
期
待
し
て
い
る
技
術
の
一

つ
が
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
だ
。
イ
ン
ド

は
暑
い
国
で
あ
り
、
建
物
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
半
分
以
上
が
エ
ア

コ
ン
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ビ
ル
の

建
設
時
に
で
き
る
限
り
エ
ア
コ
ン

を
使
わ
な
く
て
も
す
む
よ
う
な
設

計
を
す
る
こ
と
と
、
高
効
率
の
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
の
導
入
が
重
要
だ
と

思
う
。

　

セ
ッ
ト　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

効
率
を
高
め
、
そ
の
消
費
量
を
減

ら
す
の
が
、
私
の
働
く
電
力
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
局
の
課
題
で
あ
る
。

イ
ン
ド
政
府
は
そ
の
た
め
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
導
入
の
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
の
ほ

か
、
商
業
ビ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

　

セ
ッ
ト　

イ
ン
ド
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
研
究
所
（
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
）
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
や
水
、
ご
み
処

理
ま
で
含
め
た
エ
コ
シ
テ
ィ
ー
構

想
を
持
つ
が
、
こ
れ
は
ま
だ
検
討

段
階
だ
。

　

既
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
の
プ
ネ
の
エ

コ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
が
あ
る
。
ど
れ
だ

け
環
境
に
配
慮
し
て
い
る
か
と
い

う
観
点
か
ら
つ
く
ら
れ
た
88
の
基

準
で
住
宅
を
格
付
け
す
る
も
の
で
、

優
秀
な
物
件
は
政
府
に
よ
る
優
遇

措
置
が
得
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
南
イ
ン
ド
の
ハ
イ
デ
ラ

バ
ー
ド
で
は
、
ビ
ル
な
ど
の
大
規

模
な
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
建
設
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
雨
水
を
た
め
た
り
、

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
温
水

器
を
使
う
な
ど
の
試
み
も
あ
ち
こ

ち
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
エ
コ
シ

テ
ィ
ー
と
し
て
統
一
的
に
進
め
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
エ
コ
シ
テ
ィ
ー
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

　

地
球
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
世
界
的
な
緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
る
今
、
優
れ
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
持
つ
日
本
の
果
た
す
国
際
的
な
役
割
は
大

き
い
。
こ
う
し
た
背
景
を
受
け
て
、
日
本
経
済
新
聞
社
は
世
界
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
。
７
月
１
日
の
東
京
開
催
に
続
き
、
９
月
５
日
に
は
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
で
第
２
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
共
催
：
イ
ン
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
研
究
所
、
特
別
協
賛
：
世
界
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議
会
、
東
芝
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
セ

ン
タ
ー
、
三
菱
商
事
、
後
援
：
経
済
産
業
省
、
日
本
政
策
金
融
公
庫 

国
際
協
力
銀
行
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
、
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
、
協
力
：
三
菱
地
所
、
サ
ン
ア
ン
ド

サ
ン
ズ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ズ
）
を
開
催
。
イ
ン
ド
と
日
本
の
技
術
連
携
を
テ
ー
マ
に
、
技
術
が
開
く
未
来
へ
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
た
。
本
日
は
そ
の
な
か
か
ら
基
調
講
演
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
全
体
の
ま
と
め
で
あ
る
総
括
を
採
録
す
る
（
19
日
付
本
紙
「
世
界
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
前
編
」
か
ら
の
続
き
）
。
な
お
、
第
３
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
11
月
９
日
、
中
国
・
上
海
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
来
年
の
米
国
開
催
も
検
討
中
だ
。

水
や
ご
み
な
ど
の
問
題
を
含
め
た
、

大
き
な
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
だ
。

　

山
田　

日
印
で
エ
コ
シ
テ
ィ
ー

構
想
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
課

題
や
、
政
府
に
求
め
る
べ
き
制
度

に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
。

　

矢
部　

日
本
に
は
多
く
の
省
エ

ネ
技
術
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
効
果

を
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、
や
み

く
も
に
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、

る
現
在
の
電
力

不
足
の
う
ち
の

半
分
を
賄
い
、

同
時
に
こ
れ
に

相
当
す
る
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２　

）
排
出
の
削

減
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
る

わ
け
だ
。

　

新
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
が

一
国
に
普
及
す

る
に
は
少
な
く

て
も
10
年
以
上

の
歳
月
が
必
要

で
あ
る
。
電
力
消
費
の
急
増
が
見

込
ま
れ
る
イ
ン
ド
は
、
早
期
に
高

富
士
山
頂
な
ど

で
は
セ
氏
80
度

で
も
水
が
沸
騰

す
る
。
こ
の
時
、

水
は
熱
を
奪
う
。

逆
に
圧
力
を
高

め
る
と
、
水
蒸

気
は
凝
縮
し
て

熱
を
出
す
。
こ

う
い
っ
た
操
作

Ｐ
（
成
績
係
数
）
だ
が
、
こ
れ
が

６
と
い
う
高
効
率
エ
ア
コ
ン
も
誕

生
し
て
い
る
。
こ
れ
は
１
の
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
５
の
熱
を

移
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
表
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
冷

房
の
場
合
、
15
年
前
に
最
高
性
能

る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ

ら
エ
ア
コ
ン
の
う

ち
３
分
の
２
を
高

効
率
ヒ
ー
ト
ポ
ン

で
あ
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
が
３
の
機
械
に

比
べ
て
、
電
力
消
費
を
50
％
に
ま

で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
イ
ン
ド
の
電
力
の
状
況

で
あ
る
が
、
２
０
０
４
年
か
ら
07

年
の
間
、
需
要
が
毎
年
５
〜
８
％

増
加
し
、
現
在
、
10
％
の
電
力
供

給
不
足
と
な
っ
て
お
り
、
時
々
停

電
が
生
じ
て
い
る
。

　

高
効
率
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
導
入

で
、
イ
ン
ド
の
電
力
不
足
が
ど
の

く
ら
い
解
消
で
き
る
の
か
を
試
算

し
て
み
る
。

　

イ
ン
ド
で
は
発
電
さ
れ
た
総
電

力
の
約
30
％
が
住
宅
や
ビ
ル
で
消

費
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
約
50

％
が
エ
ア
コ
ン
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
総
電
力
の
約
15
％
が

空
調
機
器
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い

プ
を
搭
載
し
た
機
器
に
置
き
換
え

る
。
す
る
と
、
空
調
機
器
に
よ
る

電
力
消
費
で
あ
る
約
15
％
の
う
ち

10
％
分
が
半
減
し
、
イ
ン
ド
全
体

の
電
力
消
費
の
う
ち
の
約
５
％
を

削
減
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

結
局
、
こ
れ
で
10
％
と
い
わ
れ

効
率
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
導
入
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。



基
調
講
演

イ
ン
ド
経
済
の
持
続
的
発
展
と
日
本
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資

日
本
政
策
金
融
公
庫 

国
際
協
力
銀
行

特
命
審
議
役 

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
長

本
郷 

尚 
氏

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

問
題
解
決
に
向
け
た
環
境
技
術
連
携
の
実
現
を
支
え
る
金
融
シ
ス
テ
ム

■プレゼンテーション■

本
郷 

尚 

氏

●
ス
ピ
ー
カ
ー

ニ
ハ
ー
ル
・
デ
サ
イ  

氏

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
銀
行

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

北
イ
ン
ド
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

バ
ン
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
長

ニハール・デサイ 氏

日印ビジネス協力の機会と挑戦への道

ラ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
・
パ
チ
ャ
ウ
リ 

氏

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
研
究
所（
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
）所
長

　

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）議
長

黒
川 

清 

氏

　

政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授

本
郷 

尚 

氏

ア
ジ
ャ
エ
・
シ
ャ
ン
カ
ー
ル 

氏

●
モ
デ
レ
ー
タ
ー

ラ
ジ
・
チ
ェ
ン
ガ
ッ
パ 

氏

「
イ
ン
デ
ィ
ア 

ト
ゥ
デ
イ
」マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
エ
デ
ィ
タ
ー

気
候
変
動
に
関
す
る
首
相
諮
問
機
関
メ
ン
バ
ー

総括スピーチ

総 

括
総 

括
ラ
ジ
・
チ
ェ
ン
ガ
ッ
パ 

氏

●
モ
デ
レ
ー
タ
ー

アジャエ・シャンカール 氏
インド商工省
産業政策振興局
次官

広　　告 共　催 特別協賛
企画・制作＝日本経済新聞社クロスメディア営業局

■２つの課題を解決するビジネスモデル

パブリック・プライベート・ファイナンシャル・パートナーシップ（PPFP）
気候変動対策資金調達のための新しい市場原理

民間企業のための投資環境整備
（規制とインセンティブ）

低炭素型社会のけん引車

パブリックセクター

民間セクター

最後のひと押しとリスクシェア

金融セクター

経済危機
金融危機 気候変動

目前の課題 中・長期的な課題

デサイ 氏

新
し
い
金
融
メ
カ
ニ
ズ
ム
Ｐ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
で

金
融
と
気
候
変
動
の
２
つ
の
危
機
を
克
服

インドの地方政府への投資は
当行を通じても可能

ＩＣＩＣＩ銀行の紹介

地
球
温
暖
化
抑
止
を
契
機
に

両
国
の
関
係
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に

投
資
先
と
し
て
の
魅
力
増
す

日
本
企
業
は
も
っ
と
堂
々
と

海
外
進
出
す
べ
き
だ

投
資
を
加
速
さ
せ
る
の
は

具
体
的
な
成
功
事
例

技
術
だ
け
で
な
く

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
学
ぶ

黒
川 

氏

本
郷 

氏

パ
チ
ャ
ウ
リ 

氏

本郷 氏日本企業とインドの買い手を
結びつける働きを担う

　

イ
ン
ド
と
日
本
が
技
術
連
携
し
、

地
球
温
暖
化
を
抑
止
し
、
イ
ン
ド

経
済
の
持
続
的
発
展
を
促
す
。
こ

の
実
現
に
技
術
は
不
可
欠
で
あ
る
。

が
、
技
術
だ
け
で
は
物
事
は
動
か

な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
さ

せ
る
に
は
金
融
が
重
要
だ
。

　

と
こ
ろ
で
現
在
、
世
界
は
2
つ

の
危
機
的
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

1
つ
は
経
済
的
な
危
機
、
も
う
1

　

本
郷　

金
融
危
機
が
、
日
本
で

い
ま
最
も
緊
急
性
の
あ
る
問
題
だ

が
、
イ
ン
ド
の
経
済
状
況
は
ど
う

か
。

　

デ
サ
イ　

昨
年
の
第
3
四
半
期

に
経
済
的
な
危
機
が
あ
り
、
現
在

は
回
復
し
て
き
て
い
る
と
い
う
の

が
当
行
の
見
方
だ
。
も
ち
ろ
ん
い

く
つ
か
の
分
野
で
、
い
ま
だ
影
響

が
残
る
が
全
体
と
し
て
は
回
復
し

て
い
る
。

　

本
郷　

省
エ
ネ
技
術
に
つ
い
て

は
ど
う
い
っ
た
投
資
を
考
え
て
い

る
か
。

　

デ
サ
イ　

イ
ン
ド
政
府
は
現
在
、

電
力
供
給
の
確
保
に
力
を
注
い
で

い
る
。
も
ち
ろ
ん
省
エ
ネ
技
術
に

関
し
て
、
イ
ン
ド
は
日
本
の
水
準

に
達
し
て
お
ら
ず
、
大
き
な
市
場

つ
は
気
候
変
動
の
危
機
で
あ
る
。

こ
れ
を
同
時
に
解
決
す
る
取
り
組

み
が
米
国
の
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
政
策
で
あ
り
、
各
国
が
打

ち
出
す
同
様
の
政
策
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
は
雇
用
の
創
出
に

眼
目
を
置
く
の
で
、
国
内
対
策
が

重
視
さ
れ
る
。一
方
、日
本
は
米
国

や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
比
べ
経

済
規
模
が
40
％
程
度
し
か
な
く
、

国
内
対
策
だ
け
で
は
効
果
が
薄
い
。

　

そ
こ
で
当
行
が
提
唱
す
る
の
が
、

環
境
投
資
支
援
（
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
）
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
と
い
う
プ
ラ
ン
だ
。

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
新
興
国
に

対
し
、
環
境
投
資
を
行
う
も
の
で
、

　

こ
こ
で
私
は
Ｂ
Ａ
Ｔ
（B

est 
A
vailable T

echnology

＝
利

用
可
能
な
先
端
技
術
）
と
い
う
言

葉
を
紹
介
し
た
い
。

　

最
先
端
技
術
と
説
明
す
れ
ば
素

晴
ら
し
い
と
誰
し
も
言
う
が
、経

済
性
、実
用
性
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
金
融
機
関
の
目
と
し
て
、

「
商
業
的
に
利
用
可
能
な
先
端
技

術
（com

m
ercially viable 

BAT

）」の
利
用
を
勧
め
て
い
る
。

　

最
後
に
我
々
が
提
案
す
る
新
し

い
資
金
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
紹
介
し
た

い
。
Ｐ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
で

あ
る
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
よ
く
聞
く
言
葉

だ
が
、
そ
れ
に
金
融
を
付
け
加
え

た
。

　

現
在
の
２
つ
の
危
機
を
乗
り
越

え
る
に
は
、
民
間
セ
ク
タ
ー
が
主

役
と
な
り
、
公
的
機
関
（
パ
ブ
リ

ッ
ク
セ
ク
タ
ー
）
は
民
間
セ
ク
タ

ー
が
投
資
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
。
金
融
セ
ク
タ
ー
は
こ
の
最
後

の
ひ
と
押
し
を
す
る
。
こ
れ
が
ポ

ス
ト
金
融
危
機
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
だ
と
我
々
は
考
え
、
そ
の
構
築

を
急
い
で
い
る
。

イ
ン
ド
に
豊
富
な
資
源
で
あ
り
、

比
較
的
安
価
に
手
に
入
り
、
欠
か

せ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
だ
。

　

今
後
は
こ
こ
で
製
造
す
る
機
器

の
利
用
を
ど
う
拡
大
し
て
い
く
か

が
課
題
と
な
る
。

期
間
は
2
年
間
、
資

金
規
模
は
50
億
㌦
で

あ
る
。
ま
た
、
投
資

分
野
と
し
て
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
、

省
エ
ネ
、
都
市
交
通

を
特
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の

第
1
号
案
件
が
、
日

印
共
同
で
行
わ
れ
る

イ
ン
ド
で
の
超
臨
界

圧
石
炭
火
力
発
電
所

用
設
備
製
造
事
業
だ
。

今
回
、
イ
ン
ド
に
導

入
さ
れ
る
超
臨
界
圧

石
炭
火
力
発
電
は
石

炭
を
上
手
に
燃
や
す

技
術
だ
が
、
石
炭
は

が
あ
る
の
だ
が
、
ま
だ
導

入
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
描

か
れ
て
い
な
い
。

　

本
郷　

省
エ
ネ
技
術
の

導
入
に
対
す
る
投
資
の
余

地
は
十
分
あ
る
よ
う
だ
。

電
力
セ
ク
タ
ー
を
注
目
し

て
い
る
が
、
イ
ン
ド
地
方

政
府
の
関
与
や
、
そ
れ
に

伴
う
地
方
政
府
の
リ
ス
ク

に
は
ど
う
対
処
す
る
と
い

い
だ
ろ
う
か
。

　

デ
サ
イ　

一
般
の
投
資

家
の
場
合
、
当
行
な
ど
を

通
し
て
地
方
政
府
に
投
資

が
可
能
だ
。
我
々
は
そ
う

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
扱
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

　

本
郷　

電
力
分
野
に
対
し
て
投

資
を
考
え
る
日
本

企
業
で
話
を
聞
く

と
、
イ
ン
ド
は
州

ご
と
に
法
律
が
違

い
、
制
度
が
違
う

と
、
口
を
そ
ろ
え

る
。
こ
れ
が
投
資

の
障
壁
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
。

　

デ
サ
イ　

イ
ン

ド
は
先
進
国
で
は

な
い
が
、
情
報
の

開
示
は
行
わ
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
情

報
は
求
め
れ
ば
得

ら
れ
る
。
州
ご
と

ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
提
供
で
き
る
と
思
う
。

ま
た
、
イ
ン
ド
の
州
に
は

州
ご
と
に
投
資
局
が
あ
り
、

そ
こ
へ
の
問
い
合
わ
せ
で

情
報
が
得
ら
れ
る
。

　

本
郷　

私
は
「
商
業
的

に
利
用
可
能
な
先
端
技
術
」

と
い
う
新
し
い
言
葉
を
解

説
し
た
が
、
イ
ン
ド
か
ら

見
て
、
日
本
の
ど
の
技
術

が
こ
れ
に
当
た
る
と
考
え

る
か
。

　

デ
サ
イ　

私
は
技
術
の

専
門
家
で
は
な
い
の
で
答

え
ら
れ
な
い
が
、
当
行
と

の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
公
開
し
て

い
る
。
リ
ス
ト
を
提
供
す
る
の
で
、

そ
れ
を
参
考
に
ど
ん
な
日
本
の
技

術
が
イ
ン
ド
に
と
っ
て
「
商
業
的

に
利
用
可
能
な
先
端
技
術
」
な
の

か
を
一
緒
に
探
り
た
い
。

　

デ
サ
イ　

そ
う
い
う
努
力
で
日

本
の
技
術
と
イ
ン
ド
の
買
い
手
を

つ
な
げ
る
場
が
で
き
れ
ば
非
常
に

意
義
深
い
し
、
う
れ
し
く
思
う
。

　

本
郷　

私
た
ち
が
提
唱
す
る
Ｐ

Ｐ
Ｆ
Ｐ
で
重
要
な
の
は
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
だ
。
日

本
企
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
持

つ
が
、
イ
ン
ド
市
場
、
イ
ン
ド
の

買
い
手
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か

が
分
か
ら
な
い
。
我
々
が
日
本
の

技
術
と
イ
ン
ド
の
買
い
手
と
を
結

び
つ
け
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

供
で
き
な
い
か
。

　

デ
サ
イ　

州
ご
と
と
い
う
区
分

け
で
情
報
を
持
っ
て
は
い
な
い
が
、

　１９５５年にインド
政府と世界銀行によっ
て設立された。その主

　

こ
こ
数
年
で
日
印
関
係
は
確
実

に
変
化
し
て
い
る
。
日
本
か
ら
見

て
イ
ン
ド
は
非
常
に
魅
力
的
な
投

資
先
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
や
省
エ
ネ
技
術

で
日
本
は
世
界
の
最
先
端
を
走
っ

て
い
る
。
一
方
、
イ
ン
ド
は
経
済

発
展
の
初
期
段
階
に
い
る
。
こ
の

20
年
間
で
イ
ン
ド
が
達
成
し
た
の

は
、
そ
れ
以
前
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
決

別
し
、
再
出
発
を
切

っ
た
こ
と
だ
。
だ
か

ら
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
が
急
速
に
伸
び
た
。
た
だ

し
国
民
は
ま
だ
貧
し
く
、
持
続
的

な
経
済
成
長
の
た
め
に
残
さ
れ
て

い
る
課
題
も
大
き
い
。

　

こ
う
い
っ
た
両
国
が
ど
う
連
携

す
る
か
。
イ
ン
ド
に
は
創
造
力
豊

か
な
若
い
技
術
者
が
た
く
さ
ん
い

る
。
日
本
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
歴
史
が
あ
る
。
手
を
つ
な
げ
ば

人
類
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
解
決
で
き
る
は
ず
だ
。

　

イ
ン
ド
に
日
本
の
環
境
技
術
を

導
入
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
大
変

望
ま
し
い
。
し
か
し
、
注
意
す
べ

き
点
も
あ
る
。
普
及
の
た
め
に
大

切
な
の
は
技
術
革
新
よ
り
、
技
術

の
市
場
化
と
コ
ス
ト

削
減
だ
。
環
境
に
関

す
る
有
望
な
技
術
は

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
そ
の
市
場
を

つ
く
り
、
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
に
よ

る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
取
り
組

み
が
重
要
だ
と
思
う
。

　

チ
ェ
ン
ガ
ッ
パ　

イ
ン
ド
と
日

本
は
も
っ
と
協
力
す
べ
き
だ
。
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
者
の
誰
も

が
口
に
す
る
言
葉
だ
。
ま
た
、
両

国
に
は
長
い
か
か
わ
り
合
い
が
あ

る
。
し
か
し
現
在
、
イ
ン
ド
の
最

大
の
貿
易
相
手
国
は
中
国
で
あ
る
。

我
々
は
１
９
６
０
年
代
に
は
日
本

製
品
を
使
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が

い
つ
し
か
中
国
製
に
代
わ
っ
た
。

地
球
温
暖
化
抑
止
の
た
め
の
両
国

の
連
携
は
、
あ
る
い
は
両
国
の
関

係
を
強
固
に
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
ど
う

い
う
分
野
で
の
日
印
連
携
が
重
要

だ
ろ
う
か
。

　

パ
チ
ャ
ウ
リ　

一
つ
は
研
究
開

発
で
の
連
携
だ
。
日
本
企
業
で
働

く
人
た
ち
の
創
造
性
は
称
賛
に
値

す
る
。
イ
ン
ド
の
若
い
人
材
が
彼

ら
と
と
も
に
研
究
す
る
こ
と
で
、

う
。
も
う
一
つ
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
か
か
わ
る
問
題
だ
。
イ
ン
ド

だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
全
土
の
ホ
テ

ル
で
そ
う
だ
が
、
日
本
以
外
は
エ

ド
と
日
本
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
築
け
る
は
ず
だ
。

　

黒
川　

日
本
は
高
度
技
術
、
製

造
業
な
ど
の
面
で
は
優
れ
る
が
、

市
販
化
、
と
り
わ
け
海
外
へ
の
売

れ
る
イ
ン
ド
な
ど
に
水
平
展
開
し

な
い
の
か
不
思
議
で
あ
る
。
最
近
、

日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
話
題
に

あ
が
る
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
連

想
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
日

本
が
本
当
に
強
い
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

は
道
路
建
設
、
高
速
鉄
道
、
都
市

計
画
と
そ
の
建
設
、
さ
ら
に
上
下

水
管
理
な
ど
を
含
め
た
シ
ス
テ
ム

に
も
あ
る
。
こ
れ
ら
従
来
の
公
共

事
業
分
野
の
需
要
へ
向
け
て
、
成

長
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
技
術
供

与
、
人
材
を
育
成
、
出
資
す
る
な

ど
し
つ
つ
、
成
長
す
る
ア
ジ
ア
や

世
界
に
広
め
る
べ
き
だ
。
日
本
経

済
が
縮
小
傾
向
で
あ
る
今
こ
そ
、

日
本
人
は
堂
々
と
自
信
を
持
っ
て

海
外
に
進
出
す
べ
き
だ
。
問
題
は
、

ま
ず
で
き
な
い
理
由
を
思
い
浮
か

べ
る
日
本
人
の
頭
の
中
に
あ
る
。

　

イ
ン
ド
人
の
考
え
や
企
画
は
気

宇
壮
大
だ
。
日
本
人
は
壮
大
な
こ

と
は
あ
ま
り
考
え
な
い
が
材
料
や

製
造
、
精
密
工
業
、
物
づ
く
り
に

優
れ
て
い
る
。
「
強
み
」
に
相
互

果
が
得
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。

　

チ
ェ
ン
ガ
ッ
パ　

日
印
連
携
で

は
や
は
り
技
術
が
鍵
だ
。
何
か
モ

デ
ル
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
分

段
が
あ
る
。
日
印
が
技
術
連
携
し

て
つ
く
っ
て
い
る
デ
リ
ー
メ
ト
ロ

は
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
だ
。

　

本
郷　

日
本
で
は
Ｃ
Ｏ
２　

の
排

を
持
っ
て
い
な

い
国
民
が
ま
だ

ま
だ
多
い
。
こ

れ
か
ら
10
年
で

れ
が
間
違
い
な
く
増
加
す
る
。
こ

の
点
で
日
本
の
技
術
の
導
入
は
意

義
が
あ
る
。
ま
た
、
都
市
交
通
だ

け
で
な
く
新
幹
線
の
よ
う
な
高
速

交
通
で
も
日
本
の
技
術
移
転
が
可

能
だ
ろ
う
。

　

チ
ェ
ン
ガ
ッ
パ　

日
本
企
業
の

イ
ン
ド
進
出
を
促
す
た
め
の
、
イ

ン
ド
政
府
の
施
策
は
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

シ
ャ
ン
カ
ー
ル　

イ
ン
ド
で
は

農
家
に
対
し
て
の
補
助
金

や
、
太
陽
光
発
電
や
風
力

発
電
に
関
す
る
優
遇
政
策

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
金
融
政

策
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
か
ら
見
た
場
合
、

イ
ン
ド
の
市
場
は
非
常
に

開
か
れ
て
い
る
と
思
う
。

た
だ
、
生
産
拠
点
を
求
め

て
イ
ン
ド
に
進
出
す
る
場

合
、
土
地
の
確
保
が
難
し

い
。
イ
ン
ド
商
工
省
は
州
政
府
と

協
力
し
、
工
業
団
地
や
経
済
特
区

を
建
設
し
、
日
本
の
中
小
企
業
が

イ
ン
ド
に
進
出
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
た
い
。

　

チ
ェ
ン
ガ
ッ
パ　

今
回
の
日
本

の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
日
印
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

黒
川　

今
回
の
日
本
の
政
権
交

代
は
従
来
の
政
治
の
あ
り
方
を
変

え
た
い
と
い
う
国
民
の
意
思
の
表

れ
だ
。
日
米
関
係
は
今
後
も
非
常

に
重
要
で
、
強
く
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
思
う
が
、
そ
の
他
の

国
と
の
関
係
も
積
極
的
に
進
め
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
当
分
の
間
、

５
〜
７
％
の
成
長
率
が
期
待
で
き

る
イ
ン
ド
に
は
、
日
本
か
ら
の
投

資
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
も
っ
と
積
極
的

に
行
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
。

　

本
郷　

イ
ン
ド
で
の
成
功
事
例

が
増
え
れ
ば
日
本
か
ら
の
投
資
も

進
む
は
ず
だ
。
企
業
と
金
融
機
関

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
可
能
性
に
つ

い
て
説
明
し
て
も
、
紙
の
上
で
は

な
か
な
か
信
頼
を
得
ら
れ
な
い
。

や
は
り
成
功
事
例
を
見
せ
る
こ
と

が
投
資
家
の
信
頼
を
得
る
近
道
だ

と
思
う
。

　

チ
ェ
ン
ガ
ッ
パ　

私
も
日
本
と

イ
ン
ド
の
連
携
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

を
つ
く
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
爆

左からチェンガッパ
氏、黒川氏、シャン
カール氏、パチャウ
リ氏、本郷氏

出
量
の
約
20
％

が
交
通
由
来
の

も
の
だ
。
イ
ン

ド
も
今
後
、
こ

豊
か
な
創
造
性

と
、
結
果
と
し

て
の
新
技
術
が

得
ら
れ
る
だ
ろ

ア
コ
ン
の
効
き

過
ぎ
で
年
中
寒

い
。
な
ぜ
セ
ン

サ
ー
を
使
っ
た

温
度
調
節
が
で
き
な
い
の
か
。
イ

ン
ド
に
も
日
本
の
よ
う
な
技
術
が

移
転
で
き
れ
ば
い
い
。

　

イ
ン
ド
に
は
満
足
で
き
る
住
宅

り
込
み
が
不
得
手
だ
と
思
う
。
日

本
で
す
で
に
商
品
化
さ
れ
て
い
る

製
品
を
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
大
き

な
市
場
、
し
か
も
成
長
が
予
測
さ

補
完
性
が
あ
る

両
国
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
か

ら
、
大
き
な
成

野
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

パ
チ
ャ
ウ
リ

　

公
共
交
通
手

新
し
い
住
宅
が
次
々
と
建
設
さ
れ

る
と
思
う
が
、
こ
れ
も
日
本
の
技

術
を
導
入
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

う
。
イ
ン
ド
は
巨
大
な
市
場
だ
し
、

購
買
力
も
上
が
っ
て
い
る
。
イ
ン

発
的
な
連
携

に
つ
な
が
る

と
思
う
。
日

印
関
係
が
、

イ
ン
ド
と
中

国
の
関
係
以

上
に
発
展
す

る
こ
と
を
望

む
。

し
て
は
、
そ
う
い
う
判
断
基
準
を

持
っ
て
い
る
。

　

本
郷　

当
行
で
は
日
本
の
技
術

の
違
い
に
つ
い
て
言
え
ば
、

そ
れ
は
米
国
も
同
じ
こ
と

だ
。
ま
た
中
央
政
府
よ
り

州
政
府
に
力
が
あ
る
こ
と

も
イ
ン
ド
と
米
国
で
共
通

す
る
。

　

本
郷　

多
く
の
日
本
企

業
が
イ
ン
ド
市
場
に
魅
力

を
感
じ
て
い
る
が
、
な
か

な
か
踏
み
出
せ
な
い
。
州

ご
と
の
情
報
を
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｃ

Ｉ
銀
行
が
日
本
企
業
に
提

目的は中長期のプロジェクトの融資を、イン
ド企業に提供することだった。
　９０年代には、さまざまな金融サービスを
提供する銀行へと業務内容を拡大し、９４年
の改組を経て現在に至る。９９年には日本を
除くアジアの銀行としては初めて、ニューヨ
ーク証券取引所に上場を果たしている。
　資産規模は８００億㌦で、インドの市中銀
行としては２番目の規模である。
　グジャラート州ヴァドーダラに本社を置き、
国内に１５７０の支店を持つ。また、米国、
シンガポールなどにも支店を持つ。
　日本の国際協力銀行（ＪＢＩＣ）とは関係
が深く、ＪＢＩＣは当行へ２００９年３月に
も1億㌦の融資枠を設定している。


